
児童朝会で募金の意味を

説明する児童会執行部 募金する低学年 

昇降口で募金活動をす

る児童会執行部 

  

 

ほうらい 

 

教育目標 

○ か し こ く 

○ や さ し く 

○ たくましく 

  

一関市立猿沢小学校 

 令和５年１２月１２日 

 第３６号 文責：亀丸 

２つの募金活動 

 １２月４日から６日までの３日間，「赤い羽根共同募金」と「ユニセフ募金」の取組を行いました。「赤い

羽根共同募金」はこの町で集まったお金はこの町の困ったことのために使われることになっています。つまり

「じぶんの町をよくするしくみ」と言われています。「ユニセフ募金」はすべての子どもの命と権利を守るた

めに，思うように生活できない子ども達に支援をする活動の資金となるものです。本校では，集まった募金を

等分してそれぞれに寄付しています。 

まず，児童会執行部による募金の趣旨説明から募金活動が始まりました。児童朝会で会長の妃茉莉さんと副

会長の愛叶さんが２つの募金についてその概要と募金の使われ方を説明し，全校に募金を呼びかけました。子

ども達には募金を入れる六角柱の箱のシートが配布されました。 

そして取組期間に入りました。朝いつものように昇降口に立ち，子ども達に挨拶をしていると，たくさんの

子ども達が，組み立てた六角柱の箱を手に登校してきました。きっと自分のお小遣いを入れてきたのでしょ

う。中には家族にも募金をお願いした子もいたのではないでしょうか。とても晴れやかな顔をしています。給

食室前には児童会執行部の子ども達が立っていました。子ども達は持ってきた募金箱を執行部の子ども達に

渡していました。そんな子ども達の姿を見ているととても温かい気持ちになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季休業中のタブレットの持ち帰り 

 平日や週末の持ち帰りはすでに全学年で実施しています。家庭学習でのタブレットの活用状況はいかがで

しょうか。いよいよ今回の冬休みから長期休業中のタブレットの持ち帰りを実施したいと思います。 

 長期休業中の作品制作のヒント集めや，自由研究の調査やまとめ等に大いに活用できると思います。ただ常

に利用できるようにしておくのは少し心配です。あくまで学習に使用することを目的として持ち帰るもので

すので，学習に関係のない動画の視聴や検索，ゲーム等での使用はできません。決められた学習時間以外は保

護者がタブレットを預かる等，子ども達が安全に活用できるようご協力をお願いいたします。 

 

【キューブきっずではこんなことができます】・・・長期休業中に挑戦してみてもいいですね。 

１～２年生   マウス・キーボードレッスン，お絵かき，カードや名刺，はがき，紙芝居づくり 

３～６年生   新聞やリーフレット，ポスター，プレゼンテーション資料の作成 

※ どの学年でもそれぞれの発達段階に合わせて活用することができます。 


